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資料紹介
経済学者の追悼文集（終）
杉 原
?
郎
I 
私がこのシリーズの原稿をはじめて『甲南大学経済学論集』第20巻第4号に
発表したのは15年前 (1980年3月）である。はじめのうちは追悼文集が一般に
はなかなか手にしにくいという性質を考えて，できるだけその資料的価値をア
ビールするため，私のコメントはなるべくひかえて，書誌的データの記述，と
くにその文集に寄稿した人々の氏名と追悼文のタイトルとを全部紹介すること
にしぼった。だが発表をつづけてゆくうちに，紹介の仕方をかえた方がよいの
ではないかと思うようになった。寄稿者の顔ぶれの特色について，とくに注意
すべき寄稿文の内容について，読者の注意を喚起するようなコメントをつけた
方がよくはないか，形式的羅列的な紹介よりも，アクセントをつけた方が追悼
文集の資料的価値を知ってもらう上にもより効果的と思うようになった。紹介
する追悼文集の数がふえるにしたがって，それらの相互関連（本人の関連およ
び寄稿者の関連の双方での）でコメントを要することもふえてきたからでもあ
る。つまり追悼文集は個々のものをよむだけでなく，ある角度からそのいくつ
かをまとめて読む（読み合わせる）ことでその資料的有効性が高まることが，
私にわかってきたからである。
経済学者を学者にかぎらず，財界人，官僚，社会運動家などの追悼文集をも
とりあげるようにしたのは，そういった人々の人脈が学界，官界，ジャーナリ
ズムなどの広範囲に及び，その人脈の中で生まれたエピソードが追悼文にあら
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われることがあり，それが経済思想史上興味をそそることがあるからである。
関桂三 (1884-1963)の追悼文集 (1965年，私家版）には， 76人が寄稿して
いるが，関西財界のリーダー的存在（東洋紡副社長，大阪府商工経済会会長，
関経連会長）であったことを反映して，各界の人々の文章には，興味ぶかい事
実が色々とうかがえる。だがこの追悼文集を私は第二回目の紹介で諸井貫ーや
大河内正敏らの経済人とともにとりあげた（杉原『思想家の書誌』，日外アソシ
エー ツ， 1990年， 38-40頁）ので，私のコメントは最小限度にとどめてある。
しかし現在よみかえしてみると，もうすこしくわしく紹介した方がよかったと
感じる。私の追悼文集紹介のスタイルが変ったことの一例という意味をこめて，
再度『関桂三追懐録』をとりあげることにしよう。
76人の寄稿者の内訳は，故人が俳句など趣味を通じて交友した高浜年尾ら10
人（故人はホトトギス派の俳人で『春日野』という句集が1956年に，高浜虚子
の序文をつけて出た），今村阪大総長ら学界人6人，官界人2人，遺族5人，他
の人々が財界人（一万田尚登，伊藤忠兵衛，大嶋堅造，大屋晋三，佐伯勇，杉
道助，土井正治など）となる。ここでは経済学者3人と農商務省→商工大臣の
吉野信次の文章をとりあげる。寄稿者の中には，飯島幡司（神戸高商教授→財
界，関経連会長），菅野和太郎（彦根高商教授→大阪商工会議所理事長），本位
田祥男（東大教授→繊維統制会理事長）のような学界と財界との両方に関係し
た人々もいるが，ここでとりあげるのは，高垣寅次郎（東京商大・日本学術振
興会理事長），高田保馬（京都大学→大阪大学），脇村義太郎（東大）の三人で
ある。
高垣寅次郎（「関桂三博士の横顔」）は，東洋紡績が1942年に設立した経済研
究所と， 1932年に設立された日本学術振興会とを通じて知った故人の学者的側
面を語っている。研究所の初代所長だった滝谷善ーは高垣の一橋での先輩だっ
たこともあって高垣もこの研究所の内情に通じており，研究所で中国幣制につ
いて講演したこともあったが，この研究所の創設とその充実には故人の「力強
い支援のたまものであった」。また高垣は親友である東洋紡の重役有元憲が固定
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資産再評価の必要性を力説し，その実現に努力したことに，故人が支援を惜し
まなかったことにもふれている。さらに日本学術振興会が1939年に室戸台風の
調査のための特別委員会を作ったが，それが「災害科学研究所」に発展した際
に東洋紡は多額の寄付金を提供した。また学振は「支那の通貨及び流通政策特
別分科会」を作ったが，それに対しても東洋紡はその研究費を寄附した。これ
らの支援に東洋紡の重役であった故人は盛力したが，さらに戦後日本学術振興
会維持会が設立された時に，故人は設立発起人として，またその理事として活
躍した。「このように東洋紡と学振との関係は，今日に至るまで緊密に続いてい
るが，それは多くは関博士を結び目においたことであった」。
高田保馬（「追憶の記」）は，「経済学関係の関西の学者の小集会においてその
令名を聞きなれていた」が， 1943年頃はじめて会ったときの印象は，「考えの精
密かつ正確であると同時に豊かな情意の人ということであった」といい，かね
てから「東山の月の出をみながら飯島幡司博士と三人でゆっくり一夜を語り明
したいと思っていた」が果し得なかったとのべて，最後に霊前にそなえた弔歌
5首をしるしている。なお附記に関の著書「日本綿業論』 (TheCotton Industry 
of Japan)の故人の友ブロンフェンプレンナーによる書評がJournalof Politi-
cal Economyにのっていることを紹介している。なお高田もふれているとお
り，高田の長女は関家に嫁したので，両家は姻戚関係にある。
脇村義太郎（「関桂三先生と東京大学」）は，故人が明治41年に東大の独法を
優秀の成績で卒業しながら，なぜ大阪紡績に就職したのかの理由として，故人
の親戚が郷里の郡山紡績の設立に関係していたことをあげている。また戦後新
制大学となった東大の経済学部に「産業論」という新しい科目ができ，主とし
て業界人に担当してもらうことになったが， 1952年の第一回の軽工業の講師に
脇村は学部長として故人を招くことにきめ，その承諾を得たこと，「繊維工業論」
は10回で完結し，その翌年は「日本綿業論」として行われたが，これは1954年
東大出版会から出版されて好評をえ，学位請求論文として提出されて， 1955年
6月に経済学博士が授与されたこと，さらにその英訳が学術振興会から出版さ
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れ，丸善の手で海外に売り出されたことなどをのべている。脇村は「これによ
って日本の紡績業にたいする世界の批判に答えるというのが関先生のお考えで
あったろう」といい，これが「内外にいろいろの反響を生んだ」（前掲のブロン
フェンブレンナーの書評もその一つ）と書いている。
吉野信次（農商務省→商工大臣）は，「関さんの思い出」の中で， 1933年商工
次官在任中にインドが日本綿布に従価7割5分という禁止税をかけて来た時，
その交渉にあたった際大阪の業界とも協力したこと， 1937年商工大臣のとき，
戦時経済にあたって棉花の輸入量を制限して棉花・綿糸の価格統制をしたこと，
そういう時代に「関さんはじめ大阪の綿業者を商工省専門委員にお願いして，
公の行政に参画していただいた」ことをのべている。なお吉野信次自身の追悼
文集『吉野信次』 (1974年）は紹介ずみである（本誌第40巻第3号， 1990年9月）。
I 
(1)遊部久蔵 (1914-1977)
『三田学会雑誌』第71巻第5巻，「遊部久蔵教授追悼特集号」 1978年10月
巻頭に遺稿「フランス語版『資本論』第一巻第三章第二節「流通手段」の研
究 ドイツ語本文との比較対照 」をおき， 13編の論文をおさめた後，巻
末に「故遊部教授略年譜および著作目録」を収録している。編集後記 (1978年
11月26日飯田裕康記）は，故人に対する追悼文であって，「 1年10ヶ月余に及ぶ
闘病のかいなく亡く」なってから 1年たって「ここに先生の学恩に感謝し，先
生の学問的生涯を偲ぶ一編をなすことができた。先生は1948年経済学部の非常
勤講師として三田の山にもどられて以来，その学問的活動の成果を専ら本誌上
において展開されてきた。……きわめておおきな影響力をもった諸論稿をもっ
てする先生の本誌上での御活躍は，長い『三田学会雑誌』の歴史のなかで特筆
すべきこととして永く記憶に止められるであろう」とのべている。
なお故人の遺稿「疎外論と経済学」が『三色旗』第381号と382号 (1979年12
月， 1980年1月）にのっている。飯田裕康によれば，「本稿は故遊部久蔵教授が
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1969年10月26日，日本社会事業大学において行った講演の速記に，教授自身が
手を入れられたものである。本稿は教授のマルクス観をいかんなく示すものと
なっている」。また飯田は『三色旗』第397号 (1981年4月）に故人の『経済価
値論』（通信講義のテキストとして1954年に慶応通信より刊行）の書評をのせ，
そこでつぎのように遊部の学風をのべている。「本テキストは，全体として学説
史的に展開されている。労働価値説の歴史としてのみならず，価値論史という
より広い範囲で問題がとりあげられている，とくに「第三部『近代経済学』と
価値論」がこの点で教授の問題意識を端的に示すものとなっている。そしてこ
の部分を通じて，いったい経済学と価値論はいかなる関係にあるのかという問
題が，読者に改めてつきつけられるのである」。
私は遊部さんと経済学史学会・経済理論学会を通じて知り会い，とくに前者
ではともに常任幹事として学会の運営にもたずさわった。 1776年11月の幹事改
選時に，遊部さんが当然次期代表幹事に就任される要望が高まっていたのに，
病気休養中とあってかなわず，やむなく私が水田洋氏から代表幹事をうけつい
だ。『経済学史学会年報』第16号 (1978年）に私は故人をしのんで「伝統と現代
ー一遊部久蔵会員を憶ぅ―」の一文を書き，そこで遊部さんが学生時代に書
いた「マルクスかワルラスか—労働価値説と平衡理論 」にすでに彼の終
生もちつづけたテーマが提出されていることをのべた（杉原『読書燈籠』未来
社， 1982年に所収）が，それに私は二十数年にわたる交友の中でこうむった学
恩への感謝と敬愛の思いをこめている。
くれあやとし
(2)呉文聰 (1851-1918)
薮内武司『日本統計発達史研究』（岐阜経済大学研究叢書7,法律文化社， 1995
年）の第3章は「日本統計学史における呉文聰」であるが，私はこれを読んで，
呉が日本統計学史において杉亨二とならぶ偉大な先駆者であり，多くの著述と
講義によって統計思想を普及し，職務上官庁統計の整備に貢献したことを知っ
て，彼の追悼文集があればぜひ読みたいと思った。薮内によれば，文聰の長男
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建が編集刊行した『呉文聰』（非売品， 1920年， 61ページ，増補版原田高博編，
1933年， 71ページ）に追悼文があつめられているが，この原本は今では読み難
くなっているけれども，幸い『呉文聰著作集』第3巻伝記（日本経営史研究所，
1973年）にその増補版が全文収録されている。それでこの第三巻（編集委員，
大内兵衛，呉文柄，土屋喬雄，有沢広己，奥田義人，編集幹事，林周二，向井
常彦）を紹介しよう。
第三巻付記は，最初に土屋喬雄はじめ七人の呉文聰論があり，つぎに呉建編
『呉文聰』増補版の全文がおさめられ，最後に呉秀三「呉竜石先生小伝」があ
る。呉竜石は呉文聰の父である。
土屋は「呉文聰と一部の業績について 編集委員の一人として一」で，
第三巻の編集者としてこの著作集全体の構成・第三巻の内容などを概説し，さ
らに土屋が呉文聰に関心をもったいきさつ，呉文聰と杉亨二との比較などにつ
いてのべた後呉文聰の人間像を論じ，最後に「呉が自由民権運動に誠実に参加
したことは，彼の政治思想が前向きであり，進歩的であったことを示すもので
ある。そのことは彼が統計家および統計学者として，近代的で合理的で，進歩
的立場に立っていたことにつながるものであると思う」と書いている。
『呉文聰』は初版 (1920年）の冒頭「大正九年十月一日，国勢調査施行の日，
先考の霊前に供ふ 建」とあるとおり，子息建の手になるものであるが，その
序に建がのべているように，「其人の知人が多い時に当り……各人各種の観察を
したものを其侭編纂する方が却て真を伝へはせぬか」という考え方で編纂され
たものである。またそれを呉文聰の13回忌に増補改版されたといういきさつは，
改版の序に横山雅男が記している通りである。
本書には，故人の略歴 (146-149頁），著書目録 (150-151頁）や故人が明治
34年に口述した自伝「子供たちのために」 (185-210頁）など重要な資料がふく
まれているが，追悼文集として読むと，横山雅男や花井卓蔵の文章 (172-173
頁， 325-329頁，『統計学雑誌』 391号， 394号にも収録）や，諸家の談話（阪谷
芳郎， 229-235頁，横山雅男， 241-250頁【この横山の談話は，同じ広島の出
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身で逓信省に入って呉の下で統計の仕事をやり，後に二人で『経済及統計』と
いう雑誌を創刊するなど，多年にわたって呉と親交のあった人の回顧談で，非
常に参考になる所が多い】，柳沢保恵， 251-268頁，後藤新平， 277-280頁）や
親族の談話（日高りき・妹，呉保子・妻，古田夏子・長女，小松敏子・次女，
呉建•長男，呉文柄・四男）が，故人の統計学者・統計家としての足跡や，夫
や父としての人間像をえがいていて有益である。
呉建は，「父は自分の一生を通じての体験から，我々に斯う云ふことを言って
聞かせました。『人間が世を渡るには急いで出世をしようと思ってはいけない。
……自分の務める所をチャンと務めて，あとはヒトリデに他人がして呉れるの
を待って居るのが宜い』」 (320-321頁）。呉文聰の一生は，その貢献と比べると
決して報われる所は大きくなく，むしろ全体として見れば不遇の生涯といえよ
うが，それだけにこの言葉には実感がこもっているように思われる。
呉文聰の日本統計学上の位置については前掲の薮内武司の著書にくわしい
が，大橋隆憲『日本の統計学』（法律文化社， 1965年）の「2呉文聰」にも論じ
られている（本書は『呉文聰著作集』第3巻に引照されている）。
(3)武市健人 (1901-1986)
『追想 武市健人先生」，発行者武市健人先生追悼文集刊行会，神戸大学哲学
懇談会気付，発行1988年2月15日， A5版287頁。非売品，巻頭に遺影など20葉。
清水正徳の「あとがき」によれば，三回忌に間に合せて出版された本書は多
くの人々の協力でできたが， とくに印刷・製本を引受けた正文社社長市川卓次
（神戸大学哲学科の卒業生）の献身的な協力を忘れ得ないという。
巻頭に故人の略年譜と著書・主要論文・訳書目録，および晩年の文章二篇（「弁
証法の急所」と「自叙略伝」，共に『弁証法の急所』，丘書房， 1983年12月に収
録）をおく。
「追憶の記」はつぎの 5部にわかれる。 (1)は「親族・隣人」で夫人武市セイ，
令息武市薫，隣人佐藤ふでの三つ， (2)は「神戸高商時代」で学友松野賢吾の「50
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年愉らざりし友，武市君」が一つ， (3)は「仙台時代」で東北大学文学部哲学科
の一年後輩上田武はじめ13人が執筆している。 (4)は「神戸時代」で， 1949-65
年に在職した神戸大学時代の同僚29人が執筆，そして(5)は「大阪経済法科大学
時代」で1973-83年の10年間つとめた大学での同僚4人が執筆している。
故人は哲学，とくにヘーゲル研究の専門家なので，その関係の人々ー一盤氾」
信一（「武市哲学」に関する諸断想），本多修郎（武市哲学の系譜と体系素描），
牧野広義（「武市先生のヘーゲル研究から学ぶ）など一~ 佐
野稔，海道進，姜昌周，楊武雄らのような経済学者の寄稿も多い。著書に『史
的唯物論の基本構造』（評論社， 1950年）や『ヘーゲルとマルクス』（福村出版，
1950年）があり，宇野弘蔵の追悼文集『思い草』に「宇野先生が東北大学にこ
られた頃」を書いている故人として，経済学者との間に交友関係があってもお
かしくないであろう。
海道進も新野幸次郎も置塩信雄も楊武雄も故人と宇野弘蔵との関係にふれて
いる。置塩は宇野と武市とを比較して，武市は優れた研究者で多くの仕事をの
こしたが，宇野のように「セクト的学派を形成されようとしなかった。それで
いて，先生に接した人たち（私のようなものを含めて）に，忘れ難い学問的イ
ンパクトを与えられ）た」とのべ，置塩が故人に「マルクスの『資本論』は弁
証法によって書かれているといわれるけれども，自分はあの内容を形式論理だ
けで書けると思う」といったら「そうかもしれない。君やってみたまえ」とい
われたと，また自然弁証法などは成立しないという故人に反論したとき「君は
エンゲルス的だね」といわれたと書いている。
I 
(4)東畑精一 (1911-1983)
東畑については，一周忌の法要にくばられた『東畑精一先生の足跡』 (1984年
4月，非売品）のことはさきに紹介した（『思想家の書誌』）。そこには葬儀のと
きの弔辞・弔電や， 1983年7月の午餐会でのスピーチ（偲ぶ言葉）などが収め
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られている。ここではこの『足跡』とほぼ同時に刊行された雑誌の追悼号を紹
介しよう。
『金融経済』第205号， 1984年4月，金融経済研究所，発売元有斐閣「東畑精
ー先生追悼号」，巻頭に遺影ー葉。
5人の追悼文と，略歴および主要著作目録をおさめる。金融経済研究所理事
長関正彦は，故人と金融経済研究所の関係をのべる。東畑は当研究所の創立者
池田成彬と政府の「中央物価委員会」で知り合ったが，東大経済学部の兼任教
授となった東畑が同じく慶応から東大の兼任となった永田清と知り合い，池田
から研究所を任された永田の求めに応じて中山伊知郎と共に研究所の評議員と
なったのが1948年，以来研究所との関係は35年に及び，永田の没後は評議員の
みならず研究指導担当の理事をも兼ねた。東畑は共同研究のテーマとして日本
金融市場発達史をとりあげ，その成果を『日本金融市場発達史』（全3巻，東洋
経済新報社， 1965,66, 80年）にまとめた。小山五郎（当研究所評議員会会長）
は，東畑が「研究所の若い所員達に『僕は農業経済をやっていたので金融問題
はよく分らない。だからここで君達と一緒に勉強するよ』と語っていた，少し
も飾り気のないお人柄であった」という。
朝倉孝吉（成蹂大学学長）はかずかずのエピソードを語りつつ，「先生は学問
的な指導ですぐれた多くの弟子を育てられたことは広く知られているが，私は
先生が学問以外のこと，すなわち人倫の道とくに物事のけ・じめ，礼節について
厳しい方であり，それをご自分の行動で言外に教えられた点ですばらしい教育
者であったと畏教と感謝の念を持っている次第である。その『けじめ』で先生
は政界入りをされず操を守られたことは周知のとおりである」とのべている。
藤塚知義（大東文化大学教授）は，東大経済学部に在学中東畑の植民政策を聴
き，八高の先輩ということもあって講義のあと「鉢の木」で御馳走になったこ
と，『経済学クラブ』を進呈したら懇切な手紙をもらったこと，そして最後に藤
塚によるトゥック『物価史』の翻訳を「金融経済研究所叢書」に加えることを
強力に推した東畑が，「叢書」の一つとなる事がきまった時「考え方によっては
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『金研』が後世になって残る一つの記念碑たる出版とも存じます」という手紙
でわがことのように喜んでくれたことをしるしている。また森垣淑（拓殖大学
教授）は，古谷弘のゼミ生であった自分は古谷の才能を高く評価していた東畑
にとっての孫弟子にあたるといい，おそらく東畑の推薦もあって金融経済研究
所に入り，そこをやめてからも所員 ・OBを構成員とする金融問題研究会で今
も勉強をつづけているとのべている。
東畑は学界のみならず政界や財界の人々との交友関係もあり，知人について
のエッセイも多く書きのこしている。その中には追悼文集によせた文章も多い。
これらの多くは彼の『わが師・わが友・わが学問』（柏書房， 1984年）におさめ
られている。
(5)戸田海市 (1871-1924)
戸田の追悼文集については，かつて『法学博士戸田先生を偲ぶ』 (1959年）を
紹介したことがある（杉原『思想家の書誌』 1990年，日外アソシェーツ刊行）。
その中には逝去の直後に出た追悼文も再録されているが，その内容を紹介しな
かったので，あらためてとりあげることにしよう。
『経済論叢』，第18巻第4号， 1924年4月1日，「戸田海市追悼号」，巻頭に遺
影と，つぎのような「哀衷の辞」がかかげられている。
「大正13年3月5日，本会（京都帝国大学経済学会）評議員京都帝国大学教
授戸田海市君病ヲ以テ卒去ス。君資性学ヲ好ミ，兼ネテ経世二志アリ。二竪早
クヨリ累ヲ作セシモ，終世研鑽倦ムコトナク，又絶エズ時事二留意シテ，其ノ
所見ヲ当世二実現センコトヲ期セリ。後半世殊二意ヲ我国経済政策ノ研究二致
シ，其ノ公ニセル論著頗ル多シ。何レモ立論ノ周到ニシテ賓務二適切ナルヲ特
色トナシ，久シク斯界ノ賓トセシ所ナリ。君，職二京都帝国大学二在ルコト，
前後正二二十有三年，常二諄々然トシテ諸生二授業シ，後進ヲ指導スルコト極
メテ懇切ナリ。又其ノ研究ノ餘二成レル論説ハ，殆ド毎月之ヲ本誌二寄セ，為
二其ノ重キヲ加ヘタルコト幾許ナルヤヲ知ラズ。本誌創刊以来将二九年，今日
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ノ聟慣，君二負フトコロ賓二少シトセザル也。
鳴呼，天若シ君二賦スルニ尋常ノ健康ヲ以テセバ，其ノ學術界井ビニ寅際界
二貢献セシトコロ，更二量ルベカラザル者アリシナランニ，惜イ哉，腸二病ヲ
獲テヨリ既二歳久シク，今ヤ遂二澁焉トシテ管ヲ易へ，空シク其ノ蘊蓄ヲ九泉
ノ下二齋ス。何ゾ悼惜ノ情二耐ヘンヤ。
萩二敬ミテ君ノ遺影ヲ掲ゲ，且ツ哀衷ヲ抒べ，以テ君ノ本会二致サレシ功績
ヲ記念スルノ意ヲ表ス。」。
雑録 (139-156頁）に「戸田博士逝く」（故人の略歴と主要業績の紹介，最後
に1924年3月5日逝去の模様を記す）と，西田幾多郎，福田徳三，神戸正雄，
河上肇，河田嗣郎，小島昌太郎，関一の七人の追悼文をおさめる。西田は金沢．
の第四高等学校の同僚としてすごした往時の交友を回想しながら，あまり多く
の書物を読まず「何慮までも徹底的に考え通す人」，「直感的洞察に富む……所
は少なかった（が）……彼の議論は一歩々々考えられたものであり，證明せら
れたものであった」とのべている。福田徳三も戸田の特徴を「善く平均の取れ
た……学問した常識の最も円満に発達した点」に求め，「余り多く他人の書いた
ものを読まず，読んでも其れに囚はれることなく，唯自分の頭脳だけを頼りと
して物事を考え詰められた」とのべ，最後に京大の経済学研究会の火の出るよ
うな討論に感銘したことにふれ，「此の独特の京都学風の達成には，戸田博士の
釣合のとれた学風が可なり大なる影響を有して居たことと思ふ」と書いている。
大阪市長関ーは戸田が大阪市の嘱託として労働調査事業を指導したことについ
てのべ，「今日迄公刊せられた大阪市の労働調査報告20教巻中，殊に生活調査，
工場労働雇傭関係調査，餘暇生活の研究，朝鮮人労働者問題及日傭労働者問題
等の完成は，全く博士の懇切町疇なる指導の結果である」と書いている。神戸，
河上，河田，小島の四人は京大法科大学→経済学部の同僚としての思い出をの
べている。河上の文章は全集第14巻におさめられている。また戸田海市の著作
集全4巻は河上と河田の手で弘文堂から編集・刊行された。なお『経済論叢』
第49巻第 1号 (1939年7月）にのった本庄栄治郎「経済学部20年を回顧して一
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舟に田島・戸田両先生を憶ふ—~ を参照。
(6)野村兼太郎 (1896-1960)
『三田学会雑誌』第53巻第10,11合併号， 1960年11月，「野村兼太郎博士追悼」。
本号の83頁以下が追悼で，その中に故人の遺稿となった三木与吉郎編『阿波
藍請』の書評と野村研究会神海村共同研究班の「大垣藩領美濃田本栄郡神海村
の戸口統計」とが含まれているが，「野村兼太郎博士年譜及び著作目録」（宇治
順一郎・渡辺国廣・白井厚編で，年譜•著作目録。社会経済年表の三欄よりな
る詳細なもの， pp.86-127)を中心としてつぎの五氏の追悼文がおさめられて
いる。小島栄次（経済学部長）「野村教授の急逝を悲しむ」，石坂巖「野村先生
の哲学」，高村象平「イギリス経済史研究と野村先生」，速水融「日本経済史学
界における野村教授の業績」，島崎隆夫「日本経済思想史研究を回顧して」。
小島は故人が学部長を 4年間つとめてからもずっと慶応の将来，とくに経済
学部のことに心を残しながら病没したこと，とくに没する直前の10日の学園は
教職員労働組合の争議や学生の安保反対デモがあり「直に騒然たる有様だった。
……このような学校の状態に対して教授の心中は果してどうだったのであろう
か」とのべている。石坂は野村の『経済的文化と哲学』 (1921年）， 1942年の経
済学部長就任講演と『随筆文化建設」 (1946年）の三つの著作の中から彼の発言
をえらび出し，異った時点で表明された「生活と学問を結びつけて貫くこの『知
的創造』の信念こそ， 1918年大学卒業以来の先生の学問的思考と学者的生活の
営みの底を一貫して流れた主調低音であった」といい，大正の時代，社会哲学，
科学論，歴史の四節にわけて故人の学者的生涯をあとづけている。高村は野村
の学位請求論文『英国資本主義の成立過程』 (1937年）の基本視角が近代資本主
義の成立の起動力を商業資本に置く点にあることをのべ，野村が1960年の社会
経済史学会大会で「個々の事実の客観的実証の中から人生の意味を知ること，
これは「史・経済史の研究者がわきまえている点であるが，しかも事実はしば
しば忘却されている」と警告したと結んでいる。速水は野村の日本経済史の研
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究が昭和 9• 10年頃からはじまり，その範囲はほぼ徳川時代に限定されていた
こと，とくに力がそそがれたのは商業・貿易・交通の分野であり，人口の変化
に注目して村明細帳•五人組帳・宗門人別改帳を検討したことなどを説き，「旧
経済史学の打破，特に事実認識の方法に関しては，教授は日本経済史の研究に
科学的方法を吹き込んだパイオニアの一人」だったとしている。島崎は野村が
日本経済思想史の研究をはじめたのは1929年に三田で日本経済思想史の講義を
はじめて以来のことで，その研究が集大成されたのが『概観日本経済思想史』
(1939年）であるが，本書は「個別的な経済思想の研究に一つの重点がおかれ
ていた時代にあって，一貫して徳川時代の思想の流れを把握せんとした」とこ
ろにその特質があるとのべている。最後に島崎は，野村が明治以降の経済学者
が西洋思想を受容した時，「千年以上の伝統をもつ儒教的精神をそう簡単に離脱
することはできなかったのではなかろうか。西欧思想を案外自分なりに理解し
ていた者が多かったのではなかろうか」とのべていることを紹介し，野村が徳
川期の経世論から明治期の経済学への移行の問題を考える基礎視角であったと
指摘している。なお宇治順一郎は『三田評論』第589号 (1960年）に「野村兼太
郎先生の人と業績」を書いているが，その結びで敗戦の翌日教員と学生たちに
野村が戦争への道を防止しえなかったことを懺悔した時の情景を回想してい
る。また『社会経済史学』 (4•5月， 1961年）は野村の特輯号を編み，論文10篇
の他，本庄栄治郎，大塚久雄，高村象平が追悼文をよせている。
IV 
(7)土方成美 (1890-1975)
独協大学の『経済学研究』の創刊号が1967年3月に刊行されたが，独協大学
の経済学部が創設された1964年に中央大学から本学に迎えられた土方は「創刊
のことば」と巻頭論文「配分理念の展開と計画経済」を寄せている。そして創
刊のことばの中で同学問に論争がさらに盛り上ることを期待するとして「かつ
てマルクシストによって行われたような悪意にみちた」ものでなく，「相互の理
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解を深め」るための「善意の論戦が望ましい」とのべている。『独協大学ニュー
ス』第74号 (1975年4月7日）には二つの追悼文がのっている。土方と東大経
済学部の同僚であり，土方と同時に独協大学にむかえられた本位田祥男は，「告
別のことば」の中で，「ともに『経済学論集』を編集し，『経済往来』の顧問と
なり，「社会経済体系」の企画もした」こと，戦後天野貞祐学長に招かれ本学に
来て以来「その研究は進み，『経済体制論~済体制を中心として見た経済学
史』（中央経済社， 1970年）では資本主義社会主義体制の他に混合経済体制をと
らへ，その基礎となっている経済思想を明らかにし，その後は主としてケイン
ズ研究に没頭，……『ケインズ経済政策批判』 (1972年，鹿島研究所出版会）の
完成と同時に君は倒れた」ことをのべている。また高橋義四郎は，土方は財政
学を専攻しその構成を担当したが，「財政学の基礎として経済理論と日本経済の
実証的研究との二つの面の研究の必要を認識していた」こと，前者については
価値論を中心に研究が進み，マルクス主義者との論争が展開されたが，後者に
ついては「『国民所得の構成』 (1933年，日本評論社）や『経済学論集』に発表
された国民所得推計は，土方統計とよばれて我国最初の国民所得推計として参
照されてきた」と書いている。東大事件の頃の状勢については熊本弘視「『東大
粛学』前掲の秘話ー一土方成美先生のことども一―-」（『経友』 64• 65号， 1973
年）にくわしい。また土方の自伝と著作目録は，「経済体制および経済構造―
土方成美博士喜寿記会論文集ー一』（鹿島研究所出版会， 1969年）におさめられ
ている。略歴は『ケインズ経済政策批判』の巻末についているが，それには1972
年現在の肩書は中央大学名署教授，近畿大学顧問兼教授となっている。
私が土方の著書で読んだのはつぎの三つのみである。『学界春秋記』（中央経
済社， 1960年），『マルクシズムの嵐の中に憶う』（広文社， 1962年），『事件は遠
くなりにけり』（経済往来社， 1965年）。なお『経済セミナー』 1996年4月号の
上久保敏「先駆けの経済学者・土方成美」を参照。
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(8)福井孝治 (1899-1977)
『有恒会報』，大阪市立大学同窓会機関誌，第80・81合併号， 1977年9月20日。
「元大阪市立大学長福井孝治先生逝去」の項に，故人の略歴と，大阪市立大学
長弔辞（森川晃郎， 1977年3月14日）とがのっている。森川は「先生の思想と
人格にマルクスとヴェーバーを坊彿たらしめるものが多い」とのべている。
『大阪経大論集』第121・122号， 1978年3月13日，福井孝治博士追悼号。
福井孝治は1962年まで大阪市立大学の学長をつとめ，その後大阪経済大学教
授， 1970年から学長をつとめた後，教授，また産業経済研究所長であったが，
1977年3月13日病没した。
本号は，巻頭に大阪経済大学学長玉置保の「福井孝治博士追悼論文集によせ
て」をおき， 19篇の論文（内一篇は資料，一編は講演）をおさめて巻末に福井
の略歴と著作目録を収録している。
玉置の文章は，この論文集を「一周忌の御霊前に捧げられますことを心から
お喜び申し上げ」とのべ，以下故人の略歴を大阪経済大学時代の業績（とくに
学長時代に同和問題や学費値上問題の解決に努力したこと）を中心にのべると
ともに，故人が河上肇「門下の逸材として……マルクスはもちろん，スミス，
ゥューバー，ゴットル，ケインズ等の経済学のほか，カント，ヘーゲル等の哲
学，ゲーテ等の文学にもご造詣が深く……先生のご専門は……河上先生直伝の
マルクス経済学を基礎にして，前記の経済学者の学説や哲学等の豊富な学識に
より，経済学の根底に存在するものやその周辺を思索・洞察された，いわば幅
の広いマルクス主義的経済原論ではないかと」のべている。
『人福井孝治』は，この記念論集発行と同じ1978年3月13日，すなわち故
人の没後1年の日に故人の遺族福井淳氏が発行された，故人の論説・随想・講
演集で，現代風の俳句やハイネの詩の訳ものっている。 B5版229ページ，非売
品で巻頭に故人の遺影・筆蹟など15葉，巻末に略歴と藤田敬三のあとがき。
藤田敬三は「われわれの間で半世紀を越える長期にわたってくりかえされた
交遊」をふりかえりながら，「専攻のずれもあり，同門，同学だったわけでもな
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い……私のような者の瓦全の代りに森耕二郎君や岩城忠一君等が，いま少し近
い処で，いま少し長生きして貰えたら」とのべ，「友人代表の私が編集のことを
依嘱され，福井門下の川島哲郎，崎山耕作の両氏が令息拘氏のご相談にあずか
り」事に当ることになった次第を書いている。また福井洵氏は本書を送る際の
挨拶状の中で，昭和49年の秋から 2年半に及んだ「父の闘病生活」をのべ，「本
人は最後までもう一度快くなることに何ほどかの望みを持っていたようで，前
年の昭和51年には年末まで自宅ではありましたが， とにかく大学院のゼミナー
ルの演習をすませるほどに精神的なゆとりを持っていた」こと，「その後，最後
まで身辺に置かれていた書斎の書物を，福井ゼミナールの大学院生の方の助力
を得て一冊ずつ整理しはじめるかたわら，……父の小文のいくつかをファイル
し，講演・放送等の録音テープとともに，忌明けにお集りいただいた福井門下
の諸先生にお見せしたところ，これらを冊子にまとめてはというお話が自然に
でてきたことが本冊子の」由来だとかいている。『生としての経済』，（甲文堂，
1936年），『経済と社会』（日本評論社， 1939年），『経済学の基礎にあるもの』（東
京出版， 1958年）にはおさめられていない故人の文章があつめられており，故
人の学問と人間にふれることが出来てまことに有益である。大部分は既発表の
ものであるが，晩年，多分1970年代に執筆され，未完に終った「プロレタリア
ートの独裁について」（本書58-95ページ）は，マルクス，ェンゲルス，レーニ
ン，カウツキー，ローザ・ルクセンブルクらの言説を丹念に引用しながらこの
問題を考察したもので，故人が『時論』第2巻第1号 (1949年1月）に発表し
た「デモクラシイの種々相」の中で「プロレタリア独裁，あるいはプロレタリ
アートの支配としてのデモクラシイは，本来の政治的デモクラシイの否定では
あるけれども，それは単なる否定でなく，後者の長所を採り入れるという意味
において，それを止揚したものでなくてはならないであろう」と書いている主
旨を敷延した，貴重な労作である。
私が生前故人と会ったのは， (1)1943年ごろ京大経済学部でゴットルの経済学
についての講演をきいたこと， (2)戦後河上肇記念会の総会（法然院）で同席し
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たこと， (3)『剰余価値学説史』の邦訳のことで佐藤金三郎氏と共に堺の御宅を
たづねたことの三回である。
(9)本位田祥男 (1892-1978)
本位田は1916年東京帝国大学を卒業して農商務省に入った。そこで木戸幸一，
小平権一，河合栄次郎らと読書会をもち， 1920年頃から欧州経済史や消費組合
の研究をはじめたが， 1921年4月東京帝大経済学部の助教授となり，経済史担
当， 1923~25年ヨーロッパに留学した。 1926年教授に昇進したが， 1939年辞職，
1946年公職追放， 1951年解除，以後教壇に復帰し，立正大学→明治大学→富士
短大→独協大学で主として経済史を講じ， 1978年11月病没した。
『独協大学ニュース』第106号 (1978年12月7日）に栗村英二（経営学科教授）
が「本位田先生を悼む—忘れえぬ情熱的姿~ を書いている。「先生は愛と
協同の社会建設への理想に燃えられた……先生との出会いは，私の人生を決定
づけた」といい，「天野貞祐学園長の懇情により本学経済学部の創設に参画され」
1966年から13年間本学のために尽力したが，「その間複雑な交通経路と駅の長い
階段のため負担の多い往復四時間を越える通勤は，さぞかしお辛いことであっ
たろう」とのべている。
『本位田祥男先生遺稿集』は，遺稿集刊行会の編集で人間の科学社から1979
年11月に発行された（非売品， A5版269頁）。加藤隆は「遺稿集の編集を終っ
て」で，上下二巻で刊行されるはずの随筆集が闘病10日で故人が急逝したため，
その3分の 1を遺稿集として出版することになったこと，俳句集は故人が選句
を終えていたものをそのまま収録したこと，年譜は，古稀記念論文集『西洋経
済史・思想史研究』 (1962年，創文社）の所に作成のものをそのままつかい，写
慎は奥村の労を煩わせ，また協同組合資料センターの御厚意によって集め，と
くに故人が韓国の留学生の指導に熱心だったので1970年訪韓のときの写慎を入
れたことなどを記している。巻頭に遺影や筆跡などの写慎34葉。
はじめに五島茂の「追慕のことば」と弔歌3首がある。五島は故人とオウエ
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ンとを対照させてつぎのようにのべている。「一周忌が近づいた。祥月ご命日の
11月17日は120年前の1858年奇しくもロバアト・オウエンの死と同月同日であ
る。先生は享年86オ，オウエンは87才，私は御急逝の御しらせを受けたときの
衝撃のなかでこのふしぎな運命に戦慄した。そして日本協同組合運動の父とも
いえる先生と世界協同組合運動の父オウエンが天上界で笑って握手される群像
が一瞬かがやくのをおぼえた」。
遺稿集に入っている「よしを句集」は，外遊，内地の旅，自宅にての三つに
わけて編まれたもの。関圭三の手引きで句作をはじめ，晩年富安風生の指導を
うけた故人の作風はホトトギスの温雅な情趣がうかがえる。
(10)渡部徹 (1918-1995)
1995年3月16日になくなった渡部徹を偲ぶ会が京都と大阪が開かれ，それぞ
れの会の記録が以下のように小冊子となって出ている。
『渡部徹先生を偲ぶ』， 1995年7月発行，編集事務局田中真人（京都・同志社
大学人文科学研究所），非売品， 41ペー ジ。
京都の偲ぶ会は1995年五月 7日京大会館で開かれ， 26名が出席した。主に京
大人文科学研究所で研究活動をともにした人々である。この小冊子には10人の
発言と急用で欠席した井上清・木坂順一郎の文章とが収録されている。進行係
は田中真人で彼が編集後記を書き，開会のことばを松尾尊兌が，また古谷哲夫
が閉会の言葉をのべている。
飯沼二郎は故人が勤勉だったこと，面倒見の非常にいい人だったことを強調
している。松尾尊兌は故人が実質的な主宰者としてまとめた『京都地方労働運
動史』 (1959年）のための調査にたずさわったことを語っている。とくに100人
以上のかつての第一線の活動家たちからヒアリングを取った苦心談と，「これが
本の最大のメリット」だとしている。宍戸恭ーは現代史研究会で小山弘健や渡
部らを昭和前期の研究会をつづけ，渡部を中心にまとめたその成果が講座『現
代反体制運動史』の第二巻 (1960年）だったことをのべ，神山派と渡部との関
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係についてもふれている。江口圭ーは人文研で自分は井上清ではなく渡部によ
って徹底的に訓練されたとのべ，理論的には対立する立場にあったにもかかわ
らず，渡部からうけた影響の大きさを語っている。宮田栄次郎は京都勤労者学
園と故人とのかかわりについてのべている。岩村登志夫は1991年夏に病床の故
人からもらった手紙を紹介し，秋定嘉和は故人の『部落問題事典』 (1986年）と
『解放運動の理論と歴史』 (1974年）の二つについて語っている。他に河野健二，
斎藤勇，熊沢誠，飛鳥井雅道らの談話がある。
「追憶故渡部徹先生』，偲ぶ会呼びかけ人（秋定嘉和，荒木博，中江平次郎，
奈良本辰也，村越末男）。 51頁，非売品。巻頭に故人の遺影と原稿の写慎十葉と
呼びかけ人代表秋定嘉和の「渡部徹先生をしのんで」，巻末に略歴・主要業績と
三大紙にのった訃報。「思い出の記」の執筆者は17人で，そのうち飯沼，松尾，
河野，斎藤，飛鳥井の5人は京都で出た小冊子の方にも書いている。他の人々
は友永健三（部落解放研究所所長）をはじめ部落解放の運動家や研究者が多い。
友永は，渡部は「部落問題の解決は社会主義革命をしなければできないもの
ではない」というが，「資本主義の下では部落問題の根本的解決はできないので
はないでしょうか」と問いかけている。駒井昭雄は渡部が部落問題の解決を社
会主義の課題，部落解放運動を階級闘争の一形態と考えるのが支配的だった時
代から一貫して，部落問題の解決を民主主義の課題，部落解放運動を民主主義
運動と主張してきたことを高く評価している。城間哲雄は，『渡部徹選集』の発
刊と『部落問題事典』の改訂版発行を実現することで，「先生の学恩にお応え」
したいとのべている。
むすぴ
わたくしは，『思想家の書誌』（日外アソシエーツ， 1990年）の第一章にそれ
まで発表してきた経済学者の追悼文集についての原稿8編をまとめて収録した
が，それ以後に入手した資料をもとに「経済学者の追悼文集」補遺を，本誌の
第40巻3号 (1990年8月）に掲載をはじめて以来，これまでに13篇の原稿を連
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載してきた。 12人十 8人+13人+14人+10人+10人+12人+11人+10人+7
人十 6人十 6人十10人，合計129人（ただし延べ数）の人物をとりあげたことに
なり，それまでにとりあげた100人と合せると，これまでに約230人の人々の追
悼文集を紹介したことになる。
私の手元に，なお数名の経済学者の追悼文集の資料がすでにあつまっている
し， ここー，ニヶ月の間に出版されるはずの追悼文集も三点ある。さらに以前
からさがしている既刊の追悼文集も入れるなら，すくなくともなお十数人の追
悼文集の紹介をつづけるべきであろう。だが私は，このあたりで作業を打ち切
って（資料の収集とその関大経商資料室への寄贈は今後もつづけるとしても），
私の方針にとらわれない新しい視角から，わが国の経済学者の追悼文集に注目
してその紹介にあたる方に作業をゆだねたいと思う。将来各国別の経済学者辞
典が編集されるとしたら，日本の巻を編むときの基礎資料の一つとして，追悼
文集は重要な意味をもつであろうから，この作業がどなたかの手によって今後
つづけられることを，切に願わずにはおられない。
後記
本稿の作成に際し資料の蒐集上つぎの方々にお世話になった。特記して深謝
する次第である。
上久保敏，小池涸，小室正紀，桜田忠衛，関暢四，田中真人，飛田紀男，薮
内武司。
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